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見直された機体諸元は，全長約 8.48 m，全幅約 2.4 m，胴体外径 0.3 m（一般部），離陸重量約
350 kg，主翼面積約 2.15 m2である．着陸時は燃料を消費しているはずであるが、離陸直後の緊急
着陸においても脚が機能する必要性を考慮し、ここでは離陸重量と同重量を用いてダイナミクス
をシミュレーションすることにした． 
脚の設計条件としては，着陸進入速度 180 km/h，進入角約 3 °，機体姿勢角 18 °という厳しい条
件でも確実な着陸を実現する衝撃吸収脚が要求される．満たすべき設計条件は， 
・機体が着陸時に安定した挙動を示すこと（特に，バウンドしないこと） 
・着陸時の衝撃加速度が 6 G以内に留まること 



































































































極端な接地姿勢でない限り，着陸時の衝撃加速度が 6 G以内，脚伸縮ストロークが 15 cm以内を
満たし，強度上も問題ない部材寸法を設定することができた． 
残された課題としては，左右のタイヤが同時には接地しないようなロール角を有する場合で，
かつピッチ角もノミナル条件の 18 °から変化した，ロール角とピッチ角が複合的に変化した場合
の着陸挙動解析が必要である．また，接地時にタイヤが急回転することで角運動量が変化する場
合の解析，さらには所定の滑走距離で静止できるようブレーキ性能を含む解析が今後必要である．
また，これらの結果を反映させた部品選定を進める予定である． 
